
9月市会の審議結果 9月市会で審議した市長提出議案139件、議員提出議案12件の審議結果は、
次のとおりです。（○＝賛成、×＝反対）

件　　　　名 審議
結果

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
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◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

× ◯ × × × × ×

× ◯ × × × × ×

◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
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× ◯ × × × × ×

× ◯ ◯ × × × ◯
× ◯ × × × × ◯

× ◯ × × × × ×

◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯
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自民党＝自由民主党京都市会議員団（23人） 共産党＝日本共産党京都市会議員団（14人）  民主･都＝民主・都みらい京都市会議員団（13人）　
公明党＝公明党京都市会議員団（12人） 京都党＝地域政党京都党京都市会議員団（4人） 無所属※1＝清水ゆう子議員　　　無所属※2＝森川央議員
可決された意見書や議案に付された意見・付帯決議の全文は、市会ホームページから御覧ください。
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修　　正　　案
修正部分を除く原案
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修　　正　　案
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■特別会計（母子寡婦福祉資金貸付事業、地域水道、京北地域水道、特定環境保全公共下水道、中央卸売市場第一市場、中央卸売市
場第二市場・と畜場、農業集落排水事業、雇用対策事業、土地区画整理事業、土地取得、基金、市公債、市立病院機構病院事業債、公
共下水道事業、高速鉄道事業）
■一般会計【意見】　■特別会計（国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者医療、駐車場事業、水道事業、自動車運送事業）
■一般会計　■特別会計（母子寡婦福祉資金貸付事業）

■一般会計 

■特別会計（介護保険事業）
■薬事法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
■幼保連携型認定子ども園の学級の編制、職員、設備及び運営の基準に関する条例　■子ども・子育て支援法施行条例

■不良な生活環境を解消するための支援及び措置に関する条例【付帯決議】 

■いじめの防止等に関する条例

■宝が池公園運動施設条例の一部を改正する条例　■児童館及び学童保育所条例　■自転車等駐車場条例
■区役所出張所設置条例　■青少年活動センター条例

■児童福祉法に基づく事業及び施設の人員、設備及び運営の基準等に関する条例 

■保育の実施に関する条例
■元離宮二条城修理工事（東大手門修理工事）請負契約の締結　■上京区総合庁舎整備等事業実施契約の変更　■伏見区総合庁
舎整備等事業実施契約の変更　■市立小学校冷房化等事業実施契約の変更　■市立小中学校耐震化事業実施契約の変更
■市立学校耐震化事業（京極小学校ほか4校）実施契約の変更　■市立音楽高等学校移転整備等事業実施契約の変更　■京都御
池中学校・複合施設整備等事業実施契約の変更　■市立開睛小学校及び市立開睛中学校六原学舎新築工事請負契約の変更
■指定管理者の指定（保健福祉局関係）13件　■市道路線の廃止　■25年度水道事業特別会計未処分利益剰余金の処分　■25
年度公共下水道事業特別会計未処分利益剰余金の処分　■損害賠償額の決定（69件）
■左京区総合庁舎整備等事業実施契約の変更　■指定管理者の指定（京都駅八条口西自転車駐車場及び京都駅八条口東自転車
駐車場）　■市道路線の認定　■地方独立行政法人京都市立病院機構中期目標の策定
■人事委員会委員の選任
■教育委員会委員の任命
■人権擁護委員の推薦
■奨学金制度の充実を求める意見書　■「危険ドラッグ」の根絶に向けた総合的な対策の強化を求める意見書　■軽度外傷性脳損
傷に係る周知及び適切な労災認定に向けた取組の推進を求める意見書　■聴覚障害者に対する公職選挙のバリアフリーを求める
意見書　
■魅力ある地方都市の構築へ向けた施策の推進を求める意見書　■農業委員会制度・組織改革が真に農業者のためになる改革とな
るよう求める意見書
■集団的自衛権の行使を容認する閣議決定の撤回を求める意見書
■集団的自衛権行使に反対する意見書
■農林水産業・地域の活力創造プランの撤回を求める意見書　■米軍Xバンドレーダーの撤去、基地建設の中止を求める意見書
■高浜原発の再稼働手続を中止することを求める意見書　■消費税増税中止を求める意見書
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議会報告会を開催

　10月28日に、京都市会初となる議会報告会をメルパルク京都で開催
し、日頃から市民と市政のつなぎ手として地域のまちづくりに御尽力い
ただいている市政協力委員の方々をはじめ、141名の方に御来場いただ
きました。
　当日は、京都市会基本条例の制定や通年議会の導入など、京都市会
がこれまで進めてきた市会改革の取組について報告し、各会派が市会
改革への思いを述べた後、会場の皆様との意見交換を行いました。
　御来場の皆様からいただいた御意見をしっかりと受け止め、今後の市
会改革の議論にいかしていきます。

再生紙・植物油インクを使用しています。

紙面に関する御連絡・お問い合わせは　市会事務局調査課　TEL:075-222-3697　FAX:075-222-3713

市会からのお知らせ

その他の主な議案の審議結果

京都市会初！ 議会報告会を開催しました。詳しくは4面を御覧ください。

　11月25日（火）から開催しました11月市会の内容は、次号（平成27年2月15日発行）でお伝えします。
　なお、市会ホームページで審議結果や本会議、委員会の様子などを御覧いただけます。

11月市会の審議結果等

　いじめの未然防止やいじめへの迅速かつ適切な対応、また、いじめ
の再発防止などに総合的に取り組むための条例を可決しました。昨年9
月に国の「いじめ防止対策推進法」が施行されたことを受けて作成され
たこの条例では、子どもが安心して生活し学ぶことができる環境を構
築することが目指されています。

　いわゆる「ごみ屋敷」の不良な生活環境を解消するための支援などにつ
いて定めた条例を可決しました。
　条例を可決するにあたって、不良な生活環境を解消するための取組は
「支援」を基本としつつも必要となる「措置」は適切に行い、行政上の強制
力を行使する際に複数の有識者による会議に諮ることなどを求める付帯
決議を付けました。

子どものいじめを防ぎ、再発を防止 「ごみ屋敷」の解消に向けた取組を推進

議第256号　京都市不良な生活環境を解消するための支援及び措置に関する条例の制定について議第264号　京都市いじめの防止等に関する条例の制定について
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（平成26年10月27日現在）

7月特別市会の審議結果7月特別市会の審議結果

子ども用リーフレット
「おしえて！京都市会」を作成
子ども用リーフレット
「おしえて！京都市会」を作成

（全会一致により可決）（全会一致により可決）

決算の審査をするための委員
会で、京都市会では通常、前年
度決算が議案として提出され
る9月市会で設置され、全議員
で構成されます。委員会では、
審査する内容に従い、グループ
に分かれて局別に質疑を行い
詳しく審査し、市長や副市長に
対する総括質疑を行った後、
本会議で、委員長からの審査
内容の報告を受け、決算を認
定するかどうかが諮られます。

またきちの用語解説

水 道 事 業

公共下水道事業

自動車運送事業

高 速 鉄 道 事 業

292 億　892 万円

439 億 7,232 万円

196 億 8,909 万円

285 億 4,604 万円

272 億 3,789 万円

399 億 4,850 万円

168 億 3,366 万円

347 億 7,648 万円

総収益 総費用 損益

19 億 7,103 万円

40 億 2,381 万円

28 億 5,543 万円

△62億 3,043 万円

公営企業特別会計

一 般 会 計

特別会計（17会計）

7,190 億 5,129万円

6,877 億 2,971万円

7,116億 4,264万円

6,841億 8,156万円

歳入 歳出 実質収支

19 億 8,574 万円

33 億 7,579 万円

一般会計・特別会計

平成25年度
決算を認定

親子ふれあい議場見学会を開催
　11月3日、小学4～6年生の児童と保護者の方を対象に
「京都市会 親子ふれあい議場見学会」を開催しました。
　当日は、44組（104名）の児童と保護者が参加され、市会議
場などを見学しながら、市会の仕組みや役割を学ばれました。

　平成25年度決算を審査するため9月26日に
決算特別委員会を設置し、一般会計決算など
決算22件と関連議案2件を付託し、審査を行っ
たうえで、全て原案どおり可決しました。
　なお、一般会計決算の認定にあたっては、既
存建築物の耐震化の向上や自転車損害賠償保
険の普及促進を求める意見が付けられました。

　平成25年度一般会計決算は、市税徴収率の向上、職員数
の削減などの結果、平成20年度にリーマンショックの影響
により過去最大の赤字となった実質収支が19億8,600万円
の黒字となりました。また、公営企業も収支改善し、市バス・
地下鉄事業や水道事業を含む全会計の連結実質収支も黒
字を維持・拡大しました。

決算特別
委員会

平成25年度決算の内容

　京都市会では平成26年度から通年議
会を導入しており、7月22日から25日ま
での4日間、京都市会で初となる7月特別
市会を開催しました。7月特別市会では、
昨年の台風18号の浸水被害に対応する
ための損害賠償の額の決定などについ
て迅速に審議し、可決しました。

　市会について楽しく学んでいただけ
るよう、子ども用リーフレット「おしえ
て！京都市会」を作成し、市会受付（本
庁舎2階）などで配布しています。市会
ホームページからも御覧いただけます。

　8月の豪雨災害による被害への対策が盛り込まれた平成26年度一般会
計補正予算について、全議員で共同提案した修正案を可決しました。修正案
では、議員報酬の1割を削減することで生じた7,900万円を、農林や道路の災
害復旧など、8月豪雨による被害対策の財源に活用することとしています。

　　　　 一般会計
補正予算を修正可決
平成26年度

本会議の傍聴・委員会の
モニター放映等

本会議は議場で傍聴することができます。
また、委員会は市役所本庁舎2階のモニター
室でモニター放映を御覧いただけます。市会改
革推進委員会は会議室で直接傍聴できます。

インターネット議会中継
市会ホームページで、本会
議や委員会の生中継と録
画の配信を行っています。

テレビ放映
本会議の代表質問の模様
をKBS京都TVで同時中継
しています。

　　  成26年9月市会では、平成26年度補正予算や平成25年度決算の
　　  ほか、いじめの防止やいわゆる「ごみ屋敷」の解消に関する条例の
制定など、139議案が市長から提案されました。
　9月26日の本会議では、平成26年度一般会計補正予算を修正可決した
ほか、いじめの防止等に関する条例案など、49件の議案を可決しました。
　平成25年度決算など、その他の議案87件は、それぞれ決算特別委員会
や常任委員会に付託され、13日間にわたって質疑や審査が行われました。
　その後、10月27日の最終本会議において、各委員会の審査報告を受け、更に
市長から追加で提案された議案3件を含めた90件の議案が可決され、意見書
の提出に関する議員提出議案12件については、6件が原案のとおり可決
されました。
　また、9月29日・30日の本会議では代表質問が行われ、16名の議員が
各会派を代表して、市政一般にわたって質問を行いました（2・3面参照）。

平

常任委員会など、中継の
対象を拡大しています

平成25年度
決算をしっかりと
審査しました

またきち

京都市会マスコット
キャラクター

マタリーヌ

議員報酬の
削減分を災害対策に
活用したのね！

動物園増築工事請負契約の締結
損害賠償の額の決定（45件）

訴えの提起（裁判上の和解を含む。）

件 

名


